
 
 
 
 
 
昨年 11 月に発表された交通セン

ター再開発計画は、総事業費約 500
億円、延べ床面積 13～14 万㎡で、

交通センターのリニューアルに合わ

せ、ホテル・マンション・商業施設・

大会議場などを整備するものです。 
 市が公表した新年度予算では、交

通センター（桜町）再開発に整備す

る 3000 人収容の大会議場建設に約

300 億円もの事業費負担となること

が明らかになりました。 
MICE（大会議場）整備 200数十億円 

再開発事業への補助金 数十億円 

その他に、備品等の費用も必要     

 （合計）  約 300億円 

 

 
 市民が気軽に使える中規模ホール

「産業文化会館」再開を求める市民

の声が広がる中での産文取り壊しや、 
市の財政も厳しい中で、誰も望んで 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 しかも、建設後約 30 年・市役所

本庁舎と同年に建設された産業文化

会館は、まだ使えるのにもかかわら

ず、無理やり壊し、隣地を買収し、

広場を整備する計画です。 
しかし、産業文化会館の取り壊しに

4.7 億円、隣地の買収に 15 億 600
万円（右図②③の部分）、合計約 20
億円が必要です。産業文化会館改修

には 20 億円必要だと説明されてき

ました。市内中心部には、文化活動

に市民が使える700人程度の中規模

ホールがありません。同じ 20 億円

ならば、耐用年数を残した施設は壊

さず、大切に使うべきです。 
 
 
いない 3000 人の大会議場建設に

300 億円も使うことに、市民の理解

は得られません。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交通センター再開発・300億円の「大会議場」建設は中止を！ 
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新年度予算案 暮らし・福祉・教育には冷たく、大型ハコモノには大盤振る舞い 

「産業文化会館」取り壊し・「広場」整備に 20億円もの投入は許されません 

3000人収容の大会議場整備や「産文」取り壊しに市民の理解は得られません 

益田牧子議員の一般質問 

 3月 8日（金）午前 10時より 

 市役所議会棟 5階本会議場 

 【内容】 

  交通センター再開発への大会

議場整備や産業文化会館の取

り壊しなど、市政のムダ使い

を追及し、暮ら 

し・福祉優先の 

市政への転換を 

求めます。  

 

 

 



第１回熊本県後期高齢者医療広域連合議会報告 

２月 14 日、2013 年度の後期高齢者医療予算等を審議する第 1 回広域

連合議会が開催されました。日本共産党からは、益田牧子熊本市議と

小林久美子菊陽町議が参加し、質疑、当初予算の反対討論、一般質問

を行いました。13年度予算は、繰越金が 41億円、予備費は、約 31億

円もあります。来年度は、保険料引上げ（5，44％）が予定されており、

引き上げ中止を求めました。以下、広域連合議会の要旨を紹介します。 

健診自己負担は全国一高額、受診率は最低 

健診無料化に背を向ける幸山連合長 
益田牧子議員は、「3000万円あれば無料化できる」と、熊本県広域連

合の健診自己負担 800円の無料化を求めました。幸山連合長は、「医療

機関で、検査を受けた方と、健診を受診されない方との公平性を考慮

して、一定の自己負担は必要」と答弁。九州だけでなく、全国の都道

府県では、最高額の 800円に固執しました。 

九州・沖縄では、６県（佐賀、長崎、宮崎、鹿児島、大分、沖縄）

が無料。熊本県の 11 年度受診率は、目標を 20%から 12%に引き下げた

ものの、9，78%で全国最低です。県内の最高は、五木村 43，5％、最低

は山鹿市の 3，25％、熊本市は、下から 2番目の 4，07%です。 

医療費通知 6300 万円は全額市町村負担 
全員に年 4回の医療費通知が郵送され、予算は 6300万円、国の補助は

なく、全額市町村負担です。「受診抑制にもなる」と廃止を求めました。

「通知を受け、問い合わせがある」と答弁しましたが、「件数は把握し

ていない」とのこと。北海道は「費用対効果」が薄いため、希望者の

み年２回です。市民の税金は、健診無料化など有効に使うべきです。 

肺炎球菌ワクチン接種助成１人２０００円 

熊本市は予算オーバーで対象外へ 
 １３年度予算で、肺炎球菌ワクチン接種費用１人２千円の助成が

実現しました。国の補助金を活用し、総額１６００万円（8000 人

分）の予算です。事業補助金として、６町（玉東町、長洲町、和水

町、山都町、水上村、苓北町）、モデル事業として、１４市町村（上

天草市、人吉市、天草市、宇土市、宇城市、益城町、大津町、南小

国町、小国町、高森町、芦北町、氷川町、五木村、産山村）です。

熊本市は、モデル事業を希望しましたが、「被保険者が 8000人程度

で、予算がオーバー」のため、除外されました。 

県下すべての市町村で、肺炎ワクチン接種助成を！ 
小林町議は、全市町村での実施を求めました。県内では、自治体

の単独事業で、玉東町では、70 歳以上 3000 円、山都町 70 歳以上

3000 円、苓北町 65 歳以上 2000 円で実施されていました。九州・

沖縄では、福岡県、佐賀県、大分県、沖縄県で実施し、沖縄県は、

約 3200 万円の交付額です。やろうと思えば、医療費通知の回数削

減や予備費、約 31億円の活用など財源はあります。 

3 か月間の短期証をやめ、6 か月間の保険証へ 

保険料の滞納者に対して、3か月の短期保険証が、昨年 11月では、

1113 件発行されており、熊本市は約半数の 566 件です。国保事業

では、昨年から 3か月の短期保険証を中止し、6か月に統一しまし

たが、収納率の低下は起こりませんでした。益田議員は、「事務の

効率化の面からも、少なくとも 6か月とし、短期証はペナルティで

なく、将来的には、短期保険証をなくすべき」と要望しました。 


